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－ 他者との関わりから学びを深め続けることができる子どもを育成する学校経営 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「先人の熱いこころを受け継いでふるさ

とに生きる力を育む生徒の育成」を目指し、

「学ぶ過程の重視」「仲間との協働」等を意

識した教育活動に取り組んでいる。 

特に、「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実を図る実践を工夫するこ

とにより、ＩＣＴを教育活動に積極的に取り

入れるとともに、生徒が学習に興味をもち、

自主的・自発的に取り組めるよう授業改革を

行うなど、大きな成果を上げている。 



－ ふるさとや地域を素材として、探究的に学ぶ子どもの育成 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ ＩＣＴを効果的に活用した授業実践の取組 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 地域が一体となった子どもの資質・能力の育成 － 

総合的な学習の時間の中で、地域の課題や

将来について積極的に考える時間を位置付け

るなど、探究的な学習に取り組んでいる。 

特に、第１学年では農家での職場体験学習、

第２学年では農業用水見学など、地域の教育

資源を十分活用した学習を展開し、第３学年

では村議会において「政策提案会」を開催し、

村の施策について自分たちの意見を述べる取

組を行うなど、探究的な学習を通した生徒の

資質・能力の育成に大きな成果を上げている。 

 

各教科等の授業において、情報共有ソフト

を活用するとともに、オンライン学習教材や

新聞記事データベースを活用するなど、生徒

が学習に興味をもち、自主的・自発的に学習で

きるような取組を進めている。   

特に、１人１台端末で、理科の実験の様子を

動画で記録し見返したり、外国語科のパフォ

ーマンステストにおいて端末で録音したりす

るなど、ＩＣＴの効果的な活用に大きな成果

を上げている。 

 

 

 

・生徒がふるさとのことを想い、自分たちに

何ができるかを視点に物事を考えて教育活

動が行われていると思います。 

・家庭や地域が一体となって子どもたちを育

てていることを感じます。子どもが提案し

たことを村として叶えることで、自己有用

感が高まっていると思います。 

・学校のきまりに子どもたちの声を反映させ

て見直しており、自分たちの生活を振り返

る上で有効だと思います。 (保護者の声) 

 

 

 


